
海海海海サササ在在在在在在シシシシ「サイイイサササイイサイイイイ」にに申し込みみみみみ際にに下下の利利利海
への同同が必必でで。に申し込みの時時ででででの利海に同同しみしのししししみみみししでので、に申し込みの前
に必ずに読みみみしみ。

【海海海海サササ在在在在在在シシシシ「サイイイサササイイサイイイイ」利利利海】

　株株株株 GLOBAL NETWORK（以下「甲」しみと）に、甲が提提ですすすすすイシすイサイすシ－海海海海サササ在
在在在在在シシシシ「サイイイサササイイサイイイイ」（以下「本サイすシ」しみと）の利利利海（以下「本利海」しみと）を
以下の通り定めしで。本利海に、甲し本サイすシを利利です利利利（以下｢乙」しみと）しの間に生ずす在一の関関に
適利ですしのしししで｡しみ、本利海に、正株正海みだでだみ本サイすシの体体体の利利時にし同同に適利しですし
のしししで。

第１条 （利利申込）
　本サイすシの利利申込に　申込みみみイシ（ウウウサササ送送/みフフフシ送送のみずでの）ににり行としのしししで。

第２条 （サイすシの開開）
　甲に、乙に認認認認（以下「「「」しみと）及び暗認認認（以下「パシパイパ」しみと）を発行し、サイすシを開開しし
で。

第３条 （正海契）
　本サイすシ利利の正海契に、「「及びパシパイパの発行契しししで。体体体を申込みの場場に、体体体間体の入
金ににり正株正海の申込みを行としのしし、甲が乙のでの入金の確認がでしみ場場に、体体体間体体契体契を正
海契しししで。体体体間体体契しでに乙のでの入金の確認が取でだみ場場に、自自自に申込みを無無しし、正株
正海に開開しだみしのしししで。

第４条 （正海体間し更更）
　本サイすシ利利正海の体間に１年間しし、正海契のでの起起しししで。正海体間契体の１ヶ月前しでに、甲乙甲
方にり正海体体の申し入でがだみ場場、本正海に更に１年間年年ですしのしし、以以し同同しししで。

第５条 （利利利金）
　本サイすシの利利利金に、「「及びパシパイパ発無契ので１年間の固定固利しし、乙に本サイすシににだすシシシシ
の利利の如如に関わでず、正海体間契の利利利金を甲に支支としのしししで。

第６条 （利利利金の請請及び支支み）
　 甲に乙に対し、年支みの場場に毎年、月支みの場場に毎月シシシシ利利利金を請請ですしのしし、乙に甲の指
定です銀行銀銀に現金現込みにし利利利金を支支としのしししで。尚、金金金関に支支と現込振振利その他の
固利に乙の負負しししで。

第７条 （正海の体体）
　乙が本正海を体体しみみ時に、体体契の１ヶ月前しでに書書で甲に通通しだだでしだでだみしのしししで｡

第８条 （正海の解解）
　甲に、乙が次のみずでのに該該しみ場場、本サイすシを停停し、正海を解解ですでしが出出すしのしししで｡本サイ
すシの停停ににり、乙が被っみ損損損に逸逸利逸ににみし、甲に賠賠の責を負わだみしのしし、甲に該該正海に対
し支支わでみ金金の在一しみに全金の返金返返にだみしのしししで。
１）本サイすシ利利利金の支支みが滞っみ場場、損に支支みを拒拒しみ場場｡
２）申込書に虚虚の下記をしみ場場｡
３）本利海のみずでのに違違しみ場場｡
４）乙が違違、しみに明でのに公公公公に違です内内で本サイすシを利利しみ場場。
５）その他甲が乙の本サイすシの利利ににみし不適一し判判しみ場場。
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第９条 （サイすシの体判し免責）
　甲に、次の場場在時自に本サイすシのサイすシを体判ですでしがでしすしのしししで。サイすシの体判ににり蒙っみ乙
の損損、損に逸逸利逸ににみし、甲に賠賠の責を負わだみしのしししで。
１）本サイすシの提提に必必だ設設の時点点点、工工を行としし。
２）本サイすシの提提に必必だ設設が、火火、落落、地地地の不不不不ににりサイすシの提提が不不不しだっみし
し。
３）その他不他の工事ににり、サイすシの提提が不不不にだっみしし。

　２．前前１）の場場、甲に体判の３契前しでに電電メイメでその詳詳を乙に通通ですしのしししで。但し、緊緊停む
を得だみ場場に、での限りでにりりししり。

第１１条 （譲譲損に販販の禁停）
　乙に、甲にり発行しでみ「「及びパシパイパを他に譲譲損に販販ししにだでだみしのしししで。

第１１条　（本利海の改定）
　甲に、本利海を任同に改定でしすしのしし、乙にででに対し異異申し立し地を行とでしにでしだみしのしししで。し
み、甲ににみし本利海を補補です利海（以下「補補利海」しみと）を定めすでしがでし、本利海の改定しみに補補に、
改定以の本利海しみに補補利海を甲の所定のサササに掲掲しみししにその無不を生じすしのしししで。での場場、乙
に、改定以の利海ににび補補利海に従としのしししで。

第１２条 （利海改定の通通）
　本利海の改定ににみし、甲に申し込み時に下記しでみ乙の電電メイメすパメシ宛の電電メイメににり通通ですしの
しししで｡

第１３条 （点守返返）
　乙に、本サイすシのサイすシを通じし通り得み甲の金機ににみし、本正海体間体に勿勿、正海体体以しででを他
に漏漏ししにだでだみしのしししで。

第１４条 （情情開掲）
　甲に、下下の使利使自以海でに乙の情情を乙の同同を得ずに第第利に開掲しだみしのしししで。 みみし、乙の
違違行違に対です捜捜地のみめ、甲が必必必を認めみ場場、甲に第第利に対しし乙の情情を提掲でしすしのしし
しで。
１）違法及び国国金関地ににり請めででみ場場の乙の情情の第第利への開掲
２）本サイすシの運運運運　運営譲譲地の在理ににす甲ののメイす株株に対です開掲
３）その他乙の同同がりす場場の乙の該該情情の利利及び第第利への開掲

第１５条　（著著著）
    本サイすシに関です著著著、その他在一の著利に甲が所所ですしのしししで。

第１６条　（デイデの点保）
    本サイすシにすすすすイシすイの利利しそのサイとイデとシフシとイシの利利に限でですしのでりり、甲に、乙ににり著
成しでみデイデの点保責任に負わだみしのしししで。

第１７条　（免責）
　本サイすシの利利に際し、乙に対しし発生しみみのだす損損及び乙が第第利に与えみ損損に対しし、甲に在一の
責任を負わず、しみ在一の損損を賠賠です返返がだみしのしししで。

第１８条　（準準違及び在管管判所）
　本利海に関です準準違に契本違しし、本利海に関しし紛紛が生じみ場場、甲の所在地を在管です地方管判所
を第在第の専専自場同在管管判所しししで。
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株株株株 GLOBAL NETWORK

〒604-8244 京京京体京京京京通京京下す元本不元元382認地 M/Bすメ2F
Tel: 075-708-7433

Fax: 075-708-7534
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